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2003年： 会を発足 広島県との欧州訪問がきっかけ 
  ＊企業3社からスタート 
   （ヒロテック、GPダイキョー、シグマ)   
  “モノづくりの生地、広島を目指して!”を 
   スローガンに掲げ、 
  “24時間365日無人稼動の実現”を 
   活動テーマに掲げる 
 
2006年： 「ひろしま生産技術の会」として 
  活動開始 
  ＊当初からロボット技術を重視 

沿革 



2007～14年：  
  年4回程度の定例会議を継続 
  ＊各種講演 
  ＊工場視察 
 
2015年：NEDOプロジェクト開始 (技術開発) 
  (ヒロテック、ダイキョーニシカワ、シグマ 
   ワイテック、県総研、産総研） 
 
  SI部会を発足 
  ＊システムインテグレーター人財と企業の育成 

目次 



2016年：  
  国際ロボット展プロジェクト発足 
  （企業8社、2団体） 
 
2017年：IoT部会を発足 
  ＊RT ・ I o T ・ AI を駆使した 
    より高効率なモノづくり 
   
  国際ロボット展へ出展(11/29-12/2) 
  ひろしまAI･IoT進化型ロボット展へ出展 
  (12/13-14@広島産業会館) 
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スローガン 
モノづくりの生地、広島を目指して！！ 

 

活動テーマ 
２４時間３６５日無人稼動の実現 

 ひろしま生産技術の会 
    HMEA 
        Hiroshima Manufacturing Engineering Association 

活動テーマ 



• 世界オンリーワン「ものづくり」技術の確立 
• 24時間365日無人稼動ライン・工場の実現 

ロボット技術 
検査技術 
保全技術 

センシング技術 
センサー・カメラ 

ソフトウェア 
電子制御・デバイス 

RT＆IoTが可能性を拓く 

ひろしま生産技術の会の目指す姿 
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[ アクションチーム ] 

11社 

[ システムチーム ] 

14社 

[ サポートチーム ] 
（広島県） 
・商工労働局 

 →公的研究開発プロジェクトへの支援 
 

・県立総合技術研究所 
 →技術分野への連携支援 

 

（中国経済産業局） 
→RT・次世代技術への情報支援 

 

（産業技術総合研究所） 
→技術分野での連携支援 

 

・JETRO広島 

（顧問） 
井上等氏 

元マツダ開発担当常務 

鵜野俊雄氏 
ヒロテック相談役 

 →国際産学連携の推進 

 →技術アドバイス 

（国内研究者） 
・工学系大学 

・各種研究機関等 
 →国等の制度を活用した 
技術研究開発プロジェクト 

 

(国内企業） 
→開発連携 

（海外研究者） 
・チューリッヒ工科大学等 
 →海外先進技術と広島地域の 

モノづくり技術の融合 

 

（海外企業） 
・スイスを中心とした欧州企業 

 →先進技術企業との連携 

支

援

メ

ン

バ

ー 

ひろしま生産技術の会(構成メンバー) 



 

 

ひろしま生産技術の会 

・正規活動メンバー ・・・アクションチーム ・システムチーム ２５社 
・支援メンバー ・・・学術、研究所、行政、金融 他 １7団体 
・連携機関 
・顧問 

ロボット活用技術開発プロジェクト 

NEDO (New Energy and Industrial Technology Development 
Organization 新エネルギー・産業技術総合開発機構） 

目的：モノづくり分野のロボット活用技術と市場化適応技術の開発 
  ・ヒロテック、シグマ、ダイキョーニシカワ、ワイテック 
  ・産業技術総合研究所、広島県立総合技術研究所 

SI部会 目的 
システム インテグレーター人財と企業の育成 
・システムチーム中心に１6社・団体 

IoT部会 
目的 
RT ・ IoT ・ AI を駆使し,より高効率なモノづくり現場の構築 
・アクションチームを中心に７社 

ひろしま生産技術の会の構成 



地域の関連機関と密接に繋がりながらプロジェクト推進 

開発主要メンバー(企業) 

㈱ヒロテック シグマ㈱ 

ダイキョーニシカワ㈱ ㈱ワイテック 

低コストなバラ積み自動車部品組付けシステム 

技術支援 共同研究 

共同研究 
産業技術総合研究所 

中国センター 
広島県立 

総合技術研究所 

ほとんどの 
自動車部品を 

網羅 

中国経済産業局 

NEDOプロジェクト(共同開発) 



地域の関連機関と企業との密接なコラボレーション 

NEDOプロジェクト(共同開発) 



SI企業の困り事を助け合える会として2015年に発足 
＊SI企業12社、支援4団体で構成 

＜活動内容＞ 
・ロボット導入事例 
・他の地域動向 
・人材育成 
・販売促進 
・仕事量の平準化 
など 
 

SI(システムインテグレータ)部会 



ひろしま生産技術の会として 
 県内企業8社+2団体で共同出展 



24時間365日無人稼動 
 ～スマートファクトリーミニチュア版～ 

   ・ピッキングから完成品までの工程を全て自動で行う 
   ・量産でニーズの高いピッキング、加工、検査、物流の 
      自動化やIoT・ARの技術をPR 

出展コンセプト 



「ひろしま生産技術の会」ブースの風景 

「ひろしま生産技術の会」メンバーによる視察 

産官学連携によるプロジェクト推進 



2017年6月、企業 7社で発足 
 ＊生産工場を持つ企業のみに参加限定 
  
目的：IoTにまつわる世の中の最先端を知り 
     自社のあらゆる業務に活かす 
 
内容：各社の現場を中心とした活動 
     勉強会、共同開発 

IoT部会 



・ロボット普及促進に関する補助金 
 

・産業用ロボット活用高度化研究会などの勉強会 
 

・ロボットイベントの広報 
 

・会員間でのセミナー案内など 
 ＊技術のみならず政策、貿易関係など多岐に亘る 
 
 
随時「ひろしま生産技術の会」メンバーに情報共有 
＊事務局からメーリングリスト先へ展開 

「緩やかなつながり」(情報共有) 



・RRI WG2 「ロボット利活用推進」の成果 
 スキル標準に合致したテキストを展開(5/31リリース) 
 ＜内容＞ 
・組織体制 
・生産技術 
・安全/品質対応 
・機械設計 
・電気設計 
・ロボット制御 
・画像処理 
・システム制御 
・電気配線 
・機械組立 

情報共有の例(ロボット普及促進) 
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第1回 4/6開催＠合同庁舎 
     ＊講演「日本有数のロボットシステムインテグレータから学ぶ」 
  ＊NEDOプロジェクト成果発表 
  ＊IREX2017成果発表 
 

第2回 8/31開催＠合同庁舎 
     ＊講演「次世代ロボット要素技術イノベーション」 
  ＊講演「SATVEN社の考えるメカトロニクスと 
           デジタルマニュファクチュアリング」 
 

第3回 12/18開催予定＠ニイテック三和工場 
     ＊ニイテックのロボット、IoT取り組みおよび工場見学 
 

本会は年3-4回実施 (懇親会は毎回実施) 

2018年の活動状況(本会) 



第1回 3/7開催＠ダイキョーニシカワ 
     ＊近年のＡＩ技術動向 
     ＊ダイキョーニシカワのIoT取り組み紹介 
     ＊ヒロテックのIoT取り組み紹介 
 

第2回 6/27開催@キーレックス 
     ＊大手電機メーカー工場のIoT実証事例 
     ＊キーレックスのIoT取り組み紹介 
 

第3回 11/8開催@ディスコ 
   

最新のAI・IoT動向や各社のIoT取り組み事例 
課題を積極的に意見交換 

2018年の活動状況(IoT部会) 



第1回 4/6開催＠合同庁舎 
     ＊FA・ロボットシステムインテグレータ協会について 
     ＊地域連携のあり方について 
     ＊SI-Try-Net事業について 
 

第2回 8/31開催@合同庁舎 
     ＊FA・ロボットシステムインテグレータ協会について 
  ＊SI部会のあるべき姿について 
     ＊IREX2019について 
 

「マルチベンダーコンソーシアム」を目指し、 
 SIer、制御、機械、ITなど 
 様々な企業との協業を促進していきたい 

2018年の活動状況(SI部会) 



2018年7月13日 
『FA・ロボットシステムインテグレータ協会』設立 
 

＜活動内容＞ 
①SIerを中心としたFA・ロボット業界ネットワーク構築 
  ＊受注機会の拡大、受発注ネットワーク 
 

②SIerの事業基盤の強化 
  ＊協業体制、業界標準の制定、人材確保支援 
 

③システムインテグレーションに対する専門性の高度化 
  ＊技術･安全講習、教材開発 

FA・ロボットシステムインテグレータ協会 



 
 
 

共同出展決定 

2019年12月18日（水）～21日（土） 
東京ビッグサイト 西ホール 南ホール 

 ひろしま生産技術の会 
    HMEA 
        Hiroshima Manufacturing Engineering Association 



現在行っている活動を継続・発展させることで、 
「ロボット普及の大きな流れ」を形成 
 

いずれは広島県が 
「モノづくりの生地、広島」と呼ばれるように！ 

さらなる地域連携を目指して 


